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（論文内容の要旨） 
 本研究は Whistler-mode chorus emissions (コーラス放射)及び Electromagnetic Ion Cyclotron 
emissions (EMIC放射)と呼ばれる２種類の異なる波との非線形波動粒子相互作用による放射線帯電
子の加速・消失過程を定量的に評価したものである。定量評価の方法として、本論文はテスト粒子
シミュレーションによる個々の粒子の軌跡の追跡と Green's function method による放射線帯電子
フラックス全体の長期的な変動の数値解析用いており、６章からなっている。 





ら、本論文で行った波モデル及び Green's function methodの改良の必要性を述べている。 
 第２章では観測結果に基づいて改良したコーラス放射のモデル設定とそれによる放射線帯電子フ
ラックス変動の定量的な評価について述べている。先行研究ではコーラス放射は周波数上昇ととも
に振幅も大きくなると仮定し、そのモデル化した波による keV 帯電子の MeV エネルギーまでの急激
な加速過程を確認している。しかし最近の観測結果から、コーラス放射は周波数上昇中に振幅が大
きく変動し、その振幅変動により一つのコーラス放射のパケットが細分化していることが判明した。






 第３章では経度方向におけるコーラス波の空間分布を考慮した Green's function methodの改良と
その改良した手法を用いて数値計算した結果を述べている。統計解析の結果から、コーラス放射は夜

































氏 名 久 保 田 結 子 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は 1958 年に発見された地球放射線帯の変動メカニズムを波動の電磁ポテンシ
ャル構造による非線形粒子捕捉という過程に着目して解析したものについてまとめら
れている。本論文で得られた主な成果は以下の通りである。  
1. 数値シミュレーションから、数十から数百 keV 程度のエネルギーを持つ電子の一部
がコーラス放射と呼ばれるホイッスラーモード波との非線形波動粒子相互作用に
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